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第２１回 理化学研究所 バイオリソース研究センター 実験動物検討委員会 
（2024年 1月 30日開催） 

評価・提言 
 
実験動物開発室（室長︓吉木 淳） 
 
1． 事業実績について 
 
（1） 前回委員会（2022年開催）の指摘事項への対応は充分か 
 概ね適切に対応されている。感染症モデル動物について、国内諸団体との情報の共有・公開など、改
善の余地が残されている。プロトコール集の公開（18件）は高く評価できる。 

 有用マウス系統の収集に向けた方針に関して研究者や機関への積極的働きかけを議論する場の創設
を望みたい。BRCのリソースに寄託することの有用性やインセンティブを検討すると良いと考える。 

 今後、利用の増加が予想されるリソース系統の明確化、収集系統の選択には、Advanced Search
（BRC ウェブカタログの疾患名による検索機能）に併せて、各研究分野の主要な学術論文の網羅
的な探索による、遺伝子改変マウス系統の利用のデータ等の収集による、将来の利用予測などに注力
を望みたい。 

 Web of Science による全文テキスト検索による BRCのリソース活用状況の探索などの導入も検討
されたい。また、AI を利用した論文検索システムを用いた、BRC のリソースの利活用の論文情報の獲
得は、重要と考える。 

 理研プロトコールに関して、これまでの実績を高く評価できる。ウェブ公開等による配信や、技術講習会
等により、次世代への技術移転と人材育成に努めることを望みたい。 

 NBRP で整備したMSM および JF1等のゲノム情報と多因子疾患のカタログ化に関連して、当該系
統に関心を持つ研究者との共同研究を促すため、文科省の「共同利用共同研究事業」と同様に、
BRC との共同利用共同研究を目的として、研究者が BRC に来訪し、BRC のリソース利用者と BRC
スタッフとの間で学術的討論や研究交流する機会の設定を希望したい。 

 BRC リソースに、標的遺伝子と関連分子の発現様式の情報、タンパク発現様式、組換え酵素の性能
の情報を付加することが重要と考える。例えば、Cre ドライバーマウスの性能に関する情報については、
Cre-loxP組換えが、発達時期のいつに起こるか、どの組織や細胞で起こるか、また標的細胞集団のう
ち、どのくらいの割合の細胞で組換えが起こるのか等の情報を付加できることが重要であり、設備、人員
及び体制の整備を望みたい。 

 BRCは、世界トップレベルのセンターとして活躍している。バイオリソース整備事業・国際化・人材育成・
情報発信など多くの局面の活動を継承するとともに、業務を分担する人員の強化のため、増員も強く
推奨したい。特に、国内外の連携活動・人材育成・情報発信の業務は膨大であり、当該業務に特化
した人員の補強が望まれる。 

 BRC リソースに寄託した、マウス系統の利用条件の省略・緩和に関して、望ましい利用条件の複数の
モデルケースの提案を望む。また、利用者による特許出願や営利活動の希望に関する対応のモデルケ
ース、併せて、寄託から譲渡への切替についても複数のモデルケースの提案を望む。 

 高輝度発光レポーターマウスは、極めて有用なリソースである。マウス個体の全身透明化実験技術と光
シート顕微鏡による発現解析のシステム整備が必須と考える。専門家と連携して実験体制、情報提
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供や技術協力することを推奨する。 
 AMED先進的研究開発戦略センター（SCARDA）と連携して感染症モデルマウスの開発と整備を
実施しているのと同様に、平時から感染症マウスモデルの開発と整備のため、社会ならびに研究者コミュ
ニティに有用で、広く提供可能なマウスリソースの整備事業へ展開する取り組みは評価できる。 

 指摘事項へはほぼ対応がなされているが、以下の 2点には引き続き対応してもらいたい。 
・BRCの研究コミュニティへの貢献度の評価について︓アンケート調査や、AI を利用した論文検索シス
テムによるリソース利用論文の抽出も決して悪い取り組みではないが、主要雑誌に、リソースの使用に
関してチェックするシステムを導入することを働きかける取り組みがより効果的だと思う。論文採択（投
稿）時に、利用者からリソースセンターへ連絡できるシステムが構築できればよりよい。 
・寄託者の退職・異動への対応について︓時限化、クレジット制度の廃止などは良い案だと思う。寄託
者への利用条件緩和の交渉は継続して取り組んでもらいたい。 

 アンケート実施に関して、様式検討と回答率の改善など今後検討されたい。論文化の際の citation
の義務化徹底など考慮すべき課題も残されている。 

 利用者アンケートの回収率が 3％と低く、利用者との双方向的な意見交換は BRC の基盤を支える活
動であるので改善策が必要である。 

 SCARDA との連携協議やデータベース改良、アンケート調査や AI検索システムの検討など十分な対
応がなされていると評価する。3,800名の非常に膨大なマウス研究コミュニティと連携して、今後もバイ
オリソースの発展に貢献されることを期待する。 

 前回の指摘事項には十分対応されていると思われる。 
 
（2） 令和５年度の実績（バイオリソース整備事業・国際化・人材育成・情報発信なども含む）は世

界の主要なバイオリソースセンターの関連事業の水準に達しているか 
 3 カ月を残しほぼ目標をクリアできており、実績としては世界トップレベルを維持している。利用成果論
文も着実に増えており（アンケート等による掘り起こしが奏功）、引き続きレベルを維持してもらいたい。 

 事業実績は、バイオリソースの整備事業の観点から、すなわちリソースの収集・保存・遺伝学的品質及
び微生物学的品質管理・リソース提供に関して、質と量ともに優れた実績をあげている。 

 情報発信に関して、様々な集会・委員会、学会発表、シンポジウム、技術研修等の機会を捉えて研
究基盤の重要性のアピールの実績がある。特に、「第 63回日本先天異常学会学術集会」の開催
を、大会長として成功させたことを高く評価したい。事業の紹介講演においてリソース機関の最も重要な
使命であるリソースの遺伝品質の重要性について説明し、啓発論文も多数発表されている。 

 目標数、達成数とも世界の主要なバイオリソースセンターの関連事業の水準にあり、世界トップレベルの
センターとして活躍している。こうした事業実績をあげている、BRCの職員各位の活動を極めて高く評
価したい。 

 リソースの収集、提供、リソースを利用した論文数など、世界のトップリソースセンターとしてのレベルを維
持している。バックアップや、微生物検査への対応も素晴らしいと思う。 

 情報発信については、学会（医療系も含む）やシンポジウムの積極的な参加など広報を実施し、高
い水準にある。国動協との連携など、NBRP技術講習以外にも積極的に広報の機会を設け、新規ユ
ーザー開拓をされたい。 

 BRC の多くの事業実績は世界の主要なバイオリソースセンターの関連事業の水準に達しており、継続
的な努力が認められる。人材育成については BRC、関連学会、大学との連携活動をさらに推進するこ
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とを期待する。 
 収集保存提供の実績、胚精子の凍結保存数、遺伝学的・微生物学的な品質保証、欧米アジアとの
国際連携、情報発信、開発事業など、非常に高い水準での活動を実施されていると評価される。 

 ほとんどの項目で世界的な水準に達していると考えられる。コロナも終息したので、さらに積極的に国際
化を進めていただきたい。また若手人材の国際的な活躍を期待したい。 
 

（3） 令和 5年度の活動は、理研 BRCの第 4期中長期計画（2018年度～2024年度の 7年
間）に沿い適切か、また、センターの発展に貢献したか 

 計画に沿って活動されており、またセンターの発展に貢献していることは明白である。悪意のない遺伝的
汚染による寄託者・利用者の混乱を防ぐためにも汎用組換え遺伝子の検査は価値が高い。広く利用
されるように、周知なども積極的に実施して頂きたい。アンケートの回収率が低い点については、工夫が
必要であろう。またリソース番号の明記を科学誌に義務付けるような動きは、世界のバイオリソースセン
ターと協力して働きかけても良いのではないか。 

 リソースの収集数、保存数、提供数、利用者数のいずれも目標数に到達、または間も無く到達の状況
である。胚・精子の凍結保存、凍結胚・精子の個体化、及びバックアップ保存のための播磨施設への移
管業務の活動は適切である。これら、BRCの第 4期中長期計画に沿って適切で、世界トップレベルの
バイオリソースセンターといえる BRCの発展に貢献している。 

 大きく貢献していると評価できる。今後の事業継続のためにも退職者に変わる人材の登用、育成に尽
力していただきたい。 

 寄託者退職や移動に伴うリソースの継続的な情報収集について、所属機関と利用条件を再考する必
要があり、各機関の知財部と連携を取った維持努力が必要である。 

 基盤事業については第 4期中長期計画に沿って着実に実施されており、国内外のマウスを用いた研
究の進展に大きく貢献している。最先端の技術を取り入れた研究の展開についてはどのような分野に注
力するかなど戦略性ついてのさらなる議論が必要である。 

 総合的に判断して、令和 5年度の活動が第 4期中長期計画に従って実施されたものであり、BRC
の発展に大きく貢献しているといえる。 

 活動計画は適切に設定されている。世界的なリソースセンターといえ、発展に十分貢献している。 
 

2． 事業計画について 
 
(1) 令和 6年度の計画は理研 BRCの第 4期中長期計画に沿い適切か、また、センターの発展に

貢献するか 
 中長期目標の数値の設定は、達成の実績があり、適切である。第５期に備えた、重点疾患分野の有
用マウス系統の拡充の計画も適切である。有用マウス系統の収集に向けた、研究者や機関への積極
的働きかけを望みたい。 

 老朽化する動物施設の更新が最優先である。ワンストップ窓口を作り、感染動物実験や行動解析な
ど、利用者と日本のトップレベル研究拠点との連携を斡旋するような仕組みを考えてはどうか。 

 寄託クレジット制度の廃止の検討をされていることと併せて、バイオリソース整備事業に関する、リソース
利用の学術論文情報や、リソースに関する解析情報などの有用情報の提供者へのクレジット制度の創
設を検討願いたい。 



4 
 

 現在、個々の研究者単位で、比較的少数のリソース系統の国際間の輸送を多大なコストと労力をか
けて行なっている。実験動物の国際的な輸送が、手続き面、コスト面において厳しさを増しており、今後、
益々輸送に困難が予想される。そこで、主要なリソース系統に関して、世界の主要なバイオリソースセン
ターと BRC が、一定の規模のリソース系統を相互に移送し、保管することにより、利用希望者が、BRC
において、当該系統へより容易にアクセスできるような取り組みを望みたい。 

 国内でのバックアップ施設の運営と、リソースの移管は、極めて重要である。 
 世界の主要なバイオリソースセンターと、BRC が、保有リソース系統の情報共有、データ標準化を行う
取り組みは重要である。今後も IMPC 及び AMMRA に参加し、世界の主要なバイオリソースセンター
と、BRC が連携し、利用希望者に提供可能な体制の構築を検討するよう望みたい。 

 適切で、センターの発展に貢献できる計画であると評価できる。遺伝子検査について、遺伝子マーカー
は、単にゲノム全体を等間隔で設置しているようにも思う。各系統の表現型に影響を与えるようなバリア
ントについては考慮されているのだろうか。 

 リソースの情報付加について、ユーザーの検索、閲覧が容易で、理解しやすいよう構築・発信をしてほし
い。 

 リソースの品質管理は重要なポイントであり、微生物モニターについては担当者の交代が予定されてい
るので、持続的に高い水準を保ち、また新規検査方法の導入（3Rs に則った囮動物を使わない方法
など）の開発にも、今後積極的に参加されたい。寄託クレジット終了を計画されているが、魅力的なリ
ソースについて、さらにユーザーに広く働きかける努力をされることを希望する。 

 品質管理、情報が付与されたバイオリソースの提供、バックアップ施設の運営、国際化など適切に計画
されている。新棟建設については実現へ向けて引き続き尽力してもらうとともに、世界的な拠点施設とし
てさらに飛躍できるように、海外の研究施設の情報収集に努めてほしい。 

 退職予定者の後任人事については、日本全体の研究者不足や研究環境の問題などから、非常に重
要な課題と考える。幅広い公募活動と思い切った人選がセンターの発展に貢献することを期待したい。 

 適切に計画されている。新棟建設は今後 20年のセンターの活動に大きく影響するので、大変難しい
予測ではあるが、今後のバイオリソース需要予測なども考慮して建設してほしい。 

 
(2) 当初計画にない、新規に整備すべきリソース、研究開発、技術開発はあるか 
 汎用性の高い各種 Cre ドライバーマウスについて、レポーターマウスを用いた組織特異的遺伝子発現
制御について（他組織でのリークや飛び残り率など）、データ収集と公開を行ってはどうか。 

 新規マウス系統開発事業のように、所内外との連携により、新規に整備するべきリソースの開発や収集
の事業へ繋げる取り組みは適切である。この方針を決めるにあたり、研究者コミュニティからのメンバーも
加えたグループにより、社会的ニーズと研究ニーズの情報に基づき、新規マウス系統開発に向けた方針
を議論する場の創設を望みたい。 

 新マウス棟の建設に向けて、P2A レベル以上、BSL2 レベル以上の取り扱いならびに高度免疫不全マ
ウス、無菌・ノトバイオート動物飼育が可能な施設整備が望ましいと提言してきた。感染症関連のリソ
ースの特性の解析には、感染実験を専門とする機関との密接な連携により、感染実験の前段階までの
系統の収集、保存、増産などを担うことが期待される。マウスリソースの微生物学的・遺伝学的品質維
持、標的遺伝子の発現様式情報の付加など、特性の有用性を多面的に検証できる新マウス棟の建
設を望みたい。 

 新規に整備すべきリソースについては、老化や認知症など、社会ニーズへの対応は必要だとは思うが、
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BRC そのもののアピールも必要である。次世代ヒト疾患モデル研究開発チーム、マウス表現型解析技
術室、遺伝工学基盤技術室など、BRC の研究室の技術、専門性が生かされるように整備すべきリソ
ースを考案、整備してほしい。 

 TRIP の、特に脳研究と BRCバイオリソースの積極的な連携に関してはさらに推進し、関連疾患のマウ
ス系統数を増やすことが望ましい。アルツハイマー病などは NBRP aging マウスとの連携を、今後考慮
するべきである。 

 多くの希少疾患のうち、どのような疾患をモデルマウスの対象にするか議論し、整備の進め方や考え方を
整理する必要がある。空間トランスクリプトーム解析技術を積極的取りいれ、大学等との共同研究で
技術開発を進めてほしい。 

 新棟建設は非常に重要な課題と考える。高品質かつ高度な医療マウスモデルを繁殖・開発できる優れ
た環境を構築するために、妥協のない施設の構築をお願いしたい。 

 今後バイオリソースデータが爆発的に増えることが予想されるので、バイオリソースデータの新たな解析手
法を開発する時限の研究チームの設置を検討しても良いかもしれない。 

 
３．その他（長期的展望からの助言や提言等） 
 寄託によるクレジットはあった方が寄託心理を惹起すると思う。5系統寄託で 1系統無料や、寄託系
統の利用があればクレジットを与えるなどでも良いので継続してはどうか。寄託者に利用件数を知らせる
などがあっても良いと思う（Addgeneでは毎月メールが自動的に来る）。科研費・BINDSなど公的
支援により作られた遺伝子改変動物の寄託を促進するしくみが必要ではないか。 

 次世代の人材育成という観点で、リソースの基本的情報（遺伝的情報、微生学的情報、遺伝子と
分子の発現様式の情報）の解析手法を、技術講習のパッケージにて、国内外の次世代の若い人材
が習得できるような体制や、トレーニングシステムを作っていくことを望みたい。 

 リソース棟の老朽化は外部から観ても感じる。早急な対応が望まれる。 
 新棟建築に関しては、リソースの継続的維持や NBRPの展望を考慮すると必須であり、長期的計画
の元に推進されることが強く望まれる。 

 日本の製薬企業から BRC に対し、どの程度アプローチがあり、技術支援、連携や共同研究の希望が
あるのか知りたい。 

 これまでの世界拠点としてのマウスリソース事業に関する膨大な実績を振り返りながら、今後も引き続
き、バイオリソース整備事業の発展、国際化、人材育成、情報発信に努めていただくようお願いしたい。 

 新棟建設は今後 20年のセンターの活動に大きく影響するので、大変難しい予測ではあるが、今後の
バイオリソース需要予測なども考慮して建設してほしい。 


